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自己紹介

• 金内 哲也（かねうちてつや） 

• (株)ハート・オーガナイゼーシ
ョン取締役CTO 

• デスクトップアプリ→スマホ
アプリ→ウェブアプリと経験 

• お気に入りAWS: Amazon S3, 
Amazon ECS 

• Emacs ユーザー



お話しすること

• e-casebook の概要 

• e-casebook の主要サービスのシステム構成と工夫している点 

• これから取り組んでいきたいこと



e-casebookロゴタイプバリエーション（RGB版）

・ポジティブタイプ（カラー）背景色が白の場合

・ポジティブタイプ（モノクロ）背景色が白の場合

・ネガティブタイプ（カラー）背景色が明度の低いカラー等の場合

・ネガティブタイプ（モノクロ）背景色が明度の高いカラー等の場合

アクセントカラー
R: 0  G: 0  B: 0  Alpha: 40

ベースカラー
R: 255  G: 255  B: 255

アクセントカラー
R: 50  G: 50  B: 50  Alpha: 40

ベースカラー
R: 50  G: 50  B: 50

アクセントカラー
R: 70  G: 180  B: 230

ベースカラー
R: 255  G: 255  B: 255

アクセントカラー
R: 70  G: 180  B: 230

ベースカラー
R: 60  G: 80  B: 100
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e-casebook LIVEでの手術+ディスカッション映像 
ライブストリーミング



e-casebook 全体システム概要

Load Balancer
(Amazon EC2)

App Server
(Amazon EC2)

Amazon CloudFront Amazon S3

Amazon ElastiCache

Amazon Aurora



AWSを利用したライブストリーミング構成

AWS Elemental MediaLive AWS Elemental MediaPackage Amazon CloudFront 配信

完全にマネージドかつ「サーバレス」

映像



オンラインライブ研究会のコメンテータに必要なこと

• 配信されている映像をモニタリングできる 

• 手術・症例の映像が細部まで読み取れるレベルで高画質である 

• 自分のコンピュータ、ネットワークからアクセスできる 

• 必要最低限のソフトウェア（ウェブブラウザ）で参加できる



WebRTCによる
リアルタイム映像・音声通信

ライブ手術+ディスカッション映像の配信

コメンテータ映像
手術ライブ映像

病院 配信映像

視聴者

音声通話

Dr.C

Dr.B

Dr.A

コメンテータ

約30秒遅延する設定で運用

当社配信センター

合成/切替

エンコーダ

配信映像

高性能・広帯域

Amazon EC2

送信



e-casebook LIVE での配信ポイント

• 視聴者向け配信は AWS Elemental MediaLive + AWS Elemental 
MediaPackage + Amazon CloudFront で解決 

• 品質重視のため約30秒遅延する設定で運用 

• 映像・音声のリアルタイム通信は WebRTC を用いてブラウザのみで実現 

• コメンテータには高性能・広帯域クラウドサーバで高画質リアルタイム配信 

• コメンテータからの送信は低FPSや音声のみに限定し幅広い環境で参加可能に 

• 複数映像ソースの合成や切替は配信センターの機材で実現
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医用画像ビューアを用いた症例検討ツール



DICOMとは

•医用画像の標準プロトコルであり医療と切っても切り離せない存在

•ピクセルデータ + メタデータ（患者情報・施設・機器等）で構成

•閲覧には専用ビューアソフトを利用するのが一般的

•高画質が求められるため数GBのファイルになることも珍しくない

• e-casebook はDICOMファイルをアップロードすると自動で匿名化してブ
ラウザで閲覧可能



e-casebook
DICOM
コンバータ

DICOMファイル
（～数GB）

画像とメタデータを抽出・変換 Webビューア

ユーザーがアップロードしたデータを閲覧用に変換して配信

匿名化&アップロード S3とDBに格納

CMSとしてのe-casebook



DICOMアップロード時のフロー

アップロード受付
バケット

ブラウザから
アップロード

Amazon S3
 Event

イベントを受けて
コンテナを起動

コンテナ内で画像と
メタデータ抽出

API Call

e-casebook App Server の
APIでメタデータ登録

メタデータストレージ
(Amazon Aurora)

画像保存バケット

Amazon EBSにダウンロード

API Call
(Boto3)



e-casebook における DICOM 処理のポイント

• Amazon S3イベントでアップロードを検知して処理を開始 

• メインの画像抽出処理はコンテナ化してありスケールが容易 

• コンテナ内で大量の画像ファイルI/O（100GBクラス）に対応するため大
容量かつ良好なパフォーマンスの Amazon EBS を利用 

• Amazon ECS ではボリューム容量制限のない EC2 起動タイプを採用





これから取り組んでいきたいこと

• さらなるマネージドサービス / サーバレス化 

• Amazon Aurora Serverless の導入検討 

• 各種ロギングを Amazon Kinesis Data Streams に置き換え 

• データ分析基盤を RDB から Amazon Athena ベースに移行



まとめ

• AWS の機能を駆使してオンライン研究会のライブ配信と医用画像ビューア
をベースとした症例検討ツールを実現 

• AWS を使えば映像のライブストリーミング自体は容易に実現できる。肝心
の映像をどう作り上げるかがポイント 

• 症例検討ツールではユーザーがアップロードしたDICOMを、Amazon S3イ
ベントやコンテナを用いてシンプルかつスケーラビリティのある処理を実現 

• 今後、マネージドサービス / サーバレス化をいっそう進めてアーキテクチ
ャを簡素化していきたい



Thank you!
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